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医療の入り口に立つ
学生へ―

患者だからわかること
医療者だから生かせること
「共育」から生まれる医療の道

患者の声を聞くみんなで紡ぐ医療の絆

　この本は、群馬大学医学部が臨床実習直前の 5 年生に行う「患者
さんの声を聞く」という集中講義の講師を務める４名の患者講師が
自らの深層を探り、担当の教授と3 年をかけて編集・執筆しました。
患者は、たとえ病状は一緒でも、それぞれ考えも違い環境も違います。
自分たちが背負っている日常を思って欲しい、自分たちの声を聞い
て欲しいと思っています。
　患者だからわかること、医療者だから生かせること。患者と医療
者がともに教えあう、「共育」から新たな医療の道が開かれるので
はないかと思います。

向き合うのは、一人の人の命。

医療者が誰でもできることは、「患者の声」を聞くこと。そこにお互
いの信頼が生まれ、情報が病の治療に役立つのではないでしょうか?
顔を見合わせて話を聞いてくれるだけで、症状が良くなることもあ
るのです。　　　　　　　　　　　　　　

患者講師　野村美恵子（2011年１月没）


